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《令和 6 年 8 月 29 日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、クラミジア・トラコマチス核酸検出は診断時に 1回、治療

効果判定に 1回の算定が認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 クラミジア・トラコマチス感染症の診断については、核酸検出陰性の結

果をもってクラミジア感染症は否定されたと考える（他の疾患を疑う。）

ため、1 回の算定が妥当であると整理した。 

 治療効果判定については、治療薬投与開始後 2 週間程度で核酸増幅法又

は EIA法などを行い判定する。その後、再度検査が必要であれば、抗原検

査にて治癒を確認するため、核酸検出は 1回の算定が妥当であると整理し

た。 

 


